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１．環境配慮の目標 

豊橋技術科学大学では憲章において環境配慮の目標として，「自然と人とが調和したキャンパスを創ると

ともに，省エネルギー・省資源化を進めます。」と定め，教育・研究をはじめとする事業活動の中で学生，教

職員が一体となって省エネなど環境負荷低減に取り組んでおり，主な事例は以下のとおりです。 

・ 産学官・広域連携による下水処理場のバイオマスパーク構想（愛知県と近隣 5市） 

・ 産学官による小規模普及型バイオガス発電システムの社会実装（愛知県） 

・ 市営太陽光パネルの動作特性解析と高効率化改善（豊橋市） 

・ 東三河地域（5市 2町 1村：74万人強）における産学官の広域連携 

・ 自治体との環境分野における連携（あいちカーボンニュートラル戦略会議，あいちゼロカーボン推進

協議会、愛知環境賞など） 

・ 県道の剪定枝を木質バイオマス発電の燃料化にする試み 

・ 一般廃棄物処理の広域化とバイオガス発電普及促進 

  

 

２．環境マネジメント体制 

  

学長 

施設マネジメント戦略本部 
・ 理事 
・ 副学長 
・ 教授 
・ 事務局長 

・ 環境整備エネルギー対策専門部会 
・ 廃棄物対策専門部会 

役員会 
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３．環境パフォーマンス 

３.１  エネルギー使用量 

本学で使用している電気，ガスの使用量を

原油換算し，その推移を示します。 

省エネ機器への更新や節電努力等により

年々減少傾向となっています。 

なお，本学は 2016 年にボイラーを廃止し

ており，それ以降重油は使用していません。 

  

 

３.２  電力使用量 

2011 年度以降，室等に課金して得た収入

を原資として，老朽した空調機の更新を進め

ており，電力使用量は年々減少傾向にありま

す。 

  

 

３.３  ガス使用量 

2017 年度以降，ガス式空調機から電気式

空調への更新を進めています。 

そのため，使用量は年々減少傾向となっ

ています。 

  

 

 

3,244 3,237 3,137 3,124 3,022 3,019

625 661 605 608 597 553

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

電力 ガス

（kℓ）

13,029 13,003 12,601 12,546 12,142 12,128

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000 （千kW）

538 569
521 524 514 476

0

100

200

300

400

500

600 （千㎥）



 

 3 / 4 

 

３.４  水道使用量 

2019 年の冬にエネルギーセンターで大規

模な漏水事故が発生したため，大学の水道

使用量が増加しています。 

また，2020年度，2021年度はコロナ対策と

して学生の大学内への入構を制限しました。

その結果，大学の使用量は減り，学生宿舎の

使用量が増加していますが，この間の大学

の使用量の減り方が想定以下であることか

ら，今後，さらなる検証を行います。 

  

 

 

４．廃棄物等による環境負荷低減 

４.１  廃棄物処理 

本学では，本学で定めた「廃棄物処理の指針」に基づいて，廃棄物を適正に処理を行っています。 

この指針に従ってゴミの仕分けを行うことで廃棄物が減量し，その結果 CO2 削減，省エネという低炭素

社会に向けた大きな効果が得られています。 

 

４.２  石綿（アスベスト）等 

本学において，非飛散性アスベストが含まれる建材や実験機器等を処分する際には，関係法令に基づき，

適正な処分を行っています。 

 

４.３  ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物処理の状況 

関係法令に基づき，適正な処分を行っています。 

本学では，学内に保管していた高濃度 PCB 廃棄物を令和 3 年（2021 年）2 月に処分を完了しました。ま

た,令和 4年度(2022年度)に調査済みの低濃度 PCB廃棄物をすべて処分しました。 

今後，PCB 含有のおそれは低いものの可能性がある現在使用中の変圧器 13 台やウエス類，がれき類に

ついて，令和 5 年度に調査を実施します。それらが PCB 含有であった場合は，令和 8 年度（2026 年度）の

処分期限までに確実に処分します。 
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５．外部からの評価 

５.１  事業者クラス分け評価 

資源エネルギー庁が公表している，エネルギーの使用の合理化等に関する法律の定期報告書に基づく

事業者クラス分け評価において，本学は 2015 年度の評価開始以降，8 年連続で S 評価（省エネが優良な

事業者）を受けています。 

 

経済産業省資源エネルギー庁 事業者クラス分け評価制度について 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/institution/data/classify.pdf 

 


